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 H18年度 宇宙測地・リモートセンシング技術による地殻変動研究の発展 
 H19年度 衛星搭載型合成開口レーダーを用いた 
        地震・火山災害ポテンシャル評価手法の高度化・効率化 
 H21年度 高分解能レーダー・リモートセンシングによる災害観測の革新 
 H24年度 SAR研究の新時代に向けて 
  
東京大学地震研究所共同利用（研究集会） 
 H11年度 干渉SAR技術の応用とその課題 
 H13年度 Lバンド干渉SARの重要性 
 H16年度 干渉SARの展開 
 H18年度 新世代の干渉SAR 
 H20年度 SAR・赤外センサによる地震・火山・地盤変動の監視・解析 
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Berardino et al. (2002) 





























 大下佑也・太田雄策・海野徳仁・出町知嗣・立花憲司・佐藤 俊也（東北大院理）， 
 三浦哲（東大地震研） 
 PALSARを用いた微小地殻変動検出 














 青木陽介（東大震研）  
 InSARで見る内陸地震の複雑性：ハイチ・ニュージーランド地震を例にして 



















 Development of Advance Remote Sensed Technology and Long-term Consecutive 
DInSAR for Land Deformation Monitoring 
 Josaphat Tetuko SRI SUMANTYO, Luhur BAYUAJI (Chiba Univ.) 
 SAR解析による地すべりの検出 
 佐藤浩・岡谷隆基・宮原伐折羅（地理院） 




 Application of satellite and UAVSAR radar to volcanoes 
 Paul Lundgren（Jet Propulsion Laboratory）  
 L-band SARを用いた沿岸域のモニタリング 
 田中明子（産総研） 
 Evaluating the Deformation and Atmospheric Signals in the InSAR of ALOS PALSAR data 
at Mt. Merapi 






 木下陽平・古屋正人（北大院理）  
 SAR観測における電離層の影響 
 島田政信（JAXA） 








 干渉SARの発展の軌跡と今後への展望-- みえる世界を拡げることの威力 -- 
 村上亮（北大） 
 ALOS-2 ALOS-2の次のSAR衛星 Pi-SAR-L2に関して 
 島田政信（JAXA）  
  
 総合討論（17:00までに終了予定） 
総合討論における議題 
ALOS運用期間において発展したこと 
 
現時点で解決されていない問題 
 
今後の研究（特に，ALOS-2）において解決すべき課題 
 
今後，研究体制をどのようにしていくべきか？ 
